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成果の概要 

研究背景：小児が予期せぬ心停止から蘇生された際、臨床現場では治療選択や家族への説明の

ために発症後数日以内に長期神経学的予後を予測することが強く求められる。一方で、心停止

蘇生後症候群（PCAS）は正確な神経学的予後予測が困難である。持続脳波モニタリング(CEEG)

は短期の神経学的予後予測に有効であることが証明されている。一方で、CEEG の適切な脳波所

見の判読タイミング、脳波所見が急性期に経時的に変化した場合の意義付け、予測に有用とさ

れる他の因子との組み合わせ方、さらには長期的な神経学的予後との関連については不明な点

が多く残されている。当院では 2017年度から CEEGが導入され、PCAS についても多くのデータ

が蓄積している。本研究では、CEEG を用いた PCAS の長期神経学的予後を予測するモデルを作

成した。 

方法 ：PCASを対象とした単一施設観察研究。CEEGを 4段階にスコア化し、標準化された脳波

用語を用いて CEEG装着後の各時間単位での経時的変化を評価した。主要アウトカムは、発症

から 6ヵ月後の神経学的予後とした。信頼性の高い予測モデルを評価するために、異なる脳波

特徴の組み合わせによるモデルの受信者動作特性曲線下面積（AUROC）を比較した。 

結果： 全 62 例中、神経学的予後不良が 39例（63％）、うち 20例が死亡であった。単変量解

析の結果、CEEGのスコアと神経学的予後に相関がみられた。最終モデルでは、CEEGスコアと



 

脳波の変動性／反応性を用いることで、6ヵ月後の神経学的予後不良を 0.97（95％CI 0.93、

1.00）および 0.99（95％CI 0.97、1.00）という高い AUROCで予測しえた。 

結論：CEEGは PCASの長期神経学的予後予測に有用であった。 


